
き
続
き
好
漁
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

ホ
タ
テ
に
つ
い
て
も
大
幅
な
単

価
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
全
体
生
産

の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

 

漁
業
生
産
計
画
は
、
漁
獲
高

13
億
２
千
万
円
に
対
し
、
11
月

末
現
在
の
総
取
扱
高
は
15
億
789

万
円
の
実
績
で
、
達
成
率
114
％

と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
計
画

の
水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。

 

魚
種
別
の
特
徴
を
見
ま
す

と
、
コ
ウ
ナ
ゴ
に
つ
い
て
は
漁

●
水
産
漁

獲
高

 

平
成
22

年
度
の
漁

協
の
水
揚

げ
状
況
に

つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

漁
業
情
勢
は
内
外
と
も
環

境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
中
で
、
地
域
経
済
を
担
う

漁
協
に
お
け
る
水
揚
状
況
は
、

ホ
ッ
ケ
、
ナ
マ
コ
が
昨
年
に
引

片岡春雄 町長

 

平
成
22
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
21
日
招
集
さ
れ
、
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
意
見
案
８
件
、

平
成
21
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
８
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
単
行
議
案
１
件
、
22
年
度
各
会
計

補
正
予
算
４
件
を
審
議
し
、
一
般
質
問
を
行
い
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
22
年 

第
４
回
定
例
会

の
前
半
は
低
調
な
水
準
で
あ
り

ま
し
た
が
、
漁
期
半
ば
か
ら
後

半
に
か
け
て
好
漁
が
続
き
、
数

量
で
は
328
ト
ン
と
前
年
度
を
144

ト
ン
上
回
り
ま
し
た
が
、
単
価

割
れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
金

額
で
は
対
前
年
比
94
・
６
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

秋
サ
ケ
漁
は
近
年
低
迷
が

続
い
て
お
り
、
前
年
度
の
低
水

準
を
さ
ら
に
下
回
り
、
金
額
で

は
６
千
820
万
円
、
対
前
年
比

81
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

ホ
ッ
ケ
に
つ
い
て
は
、
数

量
で
は
前
年
度
よ
り
若
干
の

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

寿
都
湾

寿
都
湾
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12 月 22 日に寿都町市街地整備事業報告会が「みなとま～れ寿都」で開催されました。



落
ち
込
み
を
見
せ
た
も
の
の
、

単
価
で
は
高
水
準
に
推
移
し

た
結
果
、
金
額
に
お
い
て
は

４
億
４
千
760
万
円
、
対
前
年
比

152
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

主
力
魚
種
と
し
て
ト
ッ
プ
の
座

を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

 

ナ
マ
コ
漁
は
、
前
年
対
比

97
・
６
％
と
ほ
ぼ
横
並
び
の
数

量
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
市

況
は
好
転
し
過
去
最
高
の
高

値
で
取
引
さ
れ
る
な
ど
、
金

額
で
は
対
前
年
比
の
141
％
の

４
億
２
千
564
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

 

イ
カ
漁
に
つ
い
て
は
、
外
来

船
の
入
港
増
を
期
待
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
夏
場

の
高
水
温
の
影
響
も
加
わ
り
漁

場
が
分
散
し
、
数
量
及
び
金
額

と
も
に
対
前
年
比
110
％
台
と

若
干
の
伸
び
を
見
せ
る
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
ホ
タ
テ
貝
養
殖
に
つ

い
て
は
、
青
森
県
な
ど
で
夏
場

の
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
、
高
水

温
被
害
で
減
産
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
地
域
も
多
く
、
そ
の
反
動

に
よ
り
単
価
が
対
前
年
比
152
％

増
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
生

産
金
額
は
５
千
12
万
円
と
前
年

度
よ
り
886
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

 

管
内
的
に
も
漁
業
情
勢
が
総

じ
て
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ

て
い
る
中
に
あ
っ
て
も
、
漁
協

の
財
務
改
善
計
画
は
順
調
に
推

移
し
、
今
期
に
つ
い
て
も
12
月

末
の
決
算
状
況
が
約
２
千
万
円

の
当
期
利
益
が
見
込
ま
れ
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
経
済
事
業

全
体
に
お
け
る
平
成
22
年
度
の

収
支
状
況
は
黒
字
と
な
る
こ
と

を
含
め
、
報
告
と
し
ま
す
。

●
主
要
作
物
作
柄
状
況

 

今
年
は
、
春
先
の
低
温
に
よ

る
雪
解
け
の
遅
れ
と
、
７
月
末

の
大
雨
や
異
常
気
象
に
よ
る
夏

場
の
高
温
と
気
象
変
動
が
激
し

い
年
で
あ
り
、
農
作
物
の
生
育

に
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た

が
、
各
農
家
の
適
正
な
管
理
に

よ
り
、
全
般
的
に
は
平
年
並
み

の
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

に
替
わ
る
湯
別
会
館
の
新
築
に

伴
い
、
集
会
施
設
と
し
て
の
地

区
会
館
整
備
が
整
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
区
会
館
設
置
条
例
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

よ
う
て
い
農
業
協
同
組
合
管

内
10
町
村
の
構
成
に
よ
り
、
真

狩
村
に
設
置
し
た
﹁
土
壌
改
良

資
材
製
造
施
設
﹂
の
指
定
管
理

に
関
し
、
引
き
続
き
﹁
よ
う
て

い
農
業
協
同
組
合
︵
代
表
理
事

組
合
長 

八
田
米
造
︶
﹂
を
指

定
。︵
５
年
間 

Ｈ
23
・
２
・
１

～
Ｈ
28
・
１
・
31
︶

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
７
号
︶
⋮
原
案
可
決

 

予
算
総
額
に
、
２
千
91

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

50
億
６
千
277
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
︵
減
債
管
理
基
金
な

ど
２
件
の
基
金
の
積
立
︶

 
 
 
 

１
千
92
万
５
千
円
増

・ 

民
生
費
︵
老
人
福
祉
施
設
措

置
費
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
︶ 

 

609
万
円
増

・ 

衛
生
費
︵
細
菌
性
髄
膜
炎
予

防
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
及
び
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 )

 
 
 
 
 

 

278
万
６
千
円
増

◆
平
成
22
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

予

算

総

額

に
、

３

千
364

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

４
億
２
千
225
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・ 

保
険
給
付
費(

居
宅･

施
設･

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費)

 
 
 
 

３
千
364
万
２
千
円
増

◆
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

予
算
総
額
に
、
50
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
６
千
57

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・ 

総
務
費
︵
政
泊
ポ
ン
プ
場
水

位
調
整
弁
取
替
工
事
︶

 
 
 
 
 
 
 
 

50
万
円
増

◆
平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
４

号
︶
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

予
算
総
額
に
、
115
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
２
億
５
千

34
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・ 

総
務
費
︵
下
水
道
終
末
処
理

施
設
・
シ
ー
ク
リ
ー
ン
寿
都
に

係
る
維
持
管
理
費
用
︶

 
 
 
 
 
 

115
万
２
千
円
増

 

水
稲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
春

先
の
低
温
に
よ
り
苗
の
生
育
が

遅
れ
、
非
常
に
心
配
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
の
好
天
に
よ
り
作
柄
は

回
復
し
、
平
年
並
み
ま
で
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

馬
鈴
し
ょ
に
つ
き
ま
し
て

も
、
春
先
の
低
温
に
よ
り
植
え

付
け
作
業
が
平
年
よ
り
遅
れ
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
平
年

並
み
で
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
長
い
も
に
つ
き
ま
し

て
は
、
馬
鈴
し
ょ
同
様
に
生
育

に
や
や
遅
れ
が
生
じ
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
回
復
し
ほ
ぼ

平
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
風
力
発
電
事
業

 

﹁
寿
の
都
風
力
発
電
所
﹂
及

び
﹁
風
太
風
力
発
電
所
﹂
共

に
異
常
気
象
に
よ
る
風
況
の
低

下
は
若
干
あ
り
ま
し
た
が
、
順

調
に
稼
動
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
引
続
き
適
正
な
保

守
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

 

ま
た
、
昨
年
か
ら
新
た
に
事

業
着
手
し
て
お
り
ま
す
、﹁
風

太
風
力
第
２
発
電
所
建
設
事

業
﹂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
礎

工
事
も
終
了
し
、
来
年
秋
の
運

転
開
始
に
向
け
、
今
後
も
各
関

係
機
関
と
協
議
し
た
中
で
、
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
寿
都
町
地
区
会
館
設
置
条
例

の
制
定
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

各
地
区
の
会
館
は
、
こ
れ

ま
で
公
民
館
の
分
館
的
な
役
割

や
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
漁
民

研
修
セ
ン
タ
ー
や
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
設
置
目
的
が

多
様
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
特
に
地
区
会
館
と
し
て
の

設
置
条
例
を
定
め
て
い
な
か
っ

た
が
、
こ
の
た
び
、
湯
別
町

の
寿
都
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
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単
行
議
案

補
正
予
算

条
例
の
制
定



 

12
月
の
定
例
会
で
意
見
書
８

件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
内
容
を
要
約
し
て
掲
載

い
た
し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
行
わ
な
い

よ
う
求
め
る
意
見
書

 

11
月
９
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
﹁
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す

る
基
本
方
針
﹂
に
お
い
て
、﹁
関

係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
﹂

と
し
た
環
太
平
洋
連
携
協
定

︵
Ｔ
Ｐ
Ｐ
︶
は
、
関
税
が
原
則

100
％
撤
廃
で
あ
り
、
我
が
国
の

農
業
と
大
き
な
格
差
が
あ
る
米

国
や
豪
州
と
い
っ
た
国
を
含
む

複
数
国
と
の
交
渉
と
な
り
、
し

か
も
、
参
加
に
当
た
っ
て
は
こ

れ
ら
の
国
の
同
意
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
課

せ
ら
れ
る
交
渉
環
境
に
あ
る
な

ど
、
我
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
国

際
交
渉
の
基
本
理
念
と
は
大
き

く
異
な
る
も
の
と
考
え
る
。

 

仮
に
重
要
品
目
の
関
税
撤
廃

の
例
外
措
置
が
認
め
ら
れ
な
い

交
渉
と
な
っ
た
場
合
は
、
本
道

農
業
で
す
ら
、
米
国
や
豪
州
と

比
べ
土
地
や
社
会
条
件
等
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

格
差
は
関
係
者
の
構
造
改
革
努

力
で
は
埋
め
ら
れ
ず
、
地
域
社

会
が
崩
壊
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

 

農
業

を
は
じ

め
と
す

る
本
道

の
基
幹

産
業
が

将
来
に

わ
た
っ

て
地
域

を
支
え
、
着
実
に
発
展
し
て
い

く
た
め
、
国
の
包
括
的
経
済
連

携
の
推
進
等
に
当
た
っ
て
は
、

次
の
と
お
り
確
固
た
る
姿
勢
で

交
渉
に
臨
む
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

１ 

国
際
貿
易
交
渉
に
当
た
っ

て
は
、
﹁
多
様
な
農
業
の
共
存
﹂

を
基
本
理
念
と
し
て
、
日
本

提
案
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
を
堅
持

し
、
食
の
安
全
・
安
定
供
給
、

食
料
自
給
率
の
向
上
、
国
内
農

水
産
業
・
農
漁
村
の
振
興
な
ど

を
損
な
わ
な
い
よ
う
対
応
す
る

こ
と
。

２ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
め
包
括
的
経

済
連
携
に
お
い
て
は
、
米
や
小

麦
、
で
ん
粉
、
砂
糖
、
牛
肉
、

乳
製
品
等
の
重
要
品
目
、
並
び

に
主
要
水
産
物
を
関
税
撤
廃
の

対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
。

３ 

道
民
合
意
が
な
い
ま
ま
、

関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
へ
の
参
加
を
決
し
て
行
わ
な

い
こ
と
。

︵
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

経
済
産
業
大
臣
︶

政
府
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
基
本
方
針
に
関

す
る
意
見
書

 

北
海
道
漁
業
は
、
か
つ
て
な

い
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
輸
入
自

由
化
は
漁
業
の
み
な
ら
ず
、
加

工
・
流
通
業
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
社
会
の
崩
壊
を
招
く
も
の

と
な
る
。

 

ま
た
、
水
産
物
の
貿
易
自
由

化
は
、
世
界
の
水
産
資
源
の
管

理
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
政
府
は
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

国
民
に
対
す
る
水
産
食
料
の

安
定
供
給
の
確
保
や
国
境
監
視

を
は
じ
め
と
す
る
多
面
的
機
能

の
維
持
増
進
、
更
に
は
、
世
界

的
な
資
源
の
持
続
的
利
用
体
制

の
確
立
の
た
め
、
国
の
包
括
的

経
済
連
携
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
確
固
た
る
姿
勢
で
交
渉
に
臨

む
べ
き
で
あ
る
。

１ 

例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
原

則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
に
断
固
反
対
す
る
こ
と
。

２ 

政
府
は
こ
れ
ま
で
同
様
、

す
べ
て
の
貿
易
交
渉
に
あ
た

り
、
主
要
水
産
物
を
重
要
品
目

と
し
て
、
関
税
撤
廃
の
対
象
か

ら
除
外
す
る
こ
と
。

３ 

無
秩
序
な
水
産
物
貿
易
の

自
由
化
が
世
界
の
水
産
資
源
の

乱
獲
を
助
長
し
、
枯
渇
に
向
か

わ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
漁

業
先
進
国
で
あ
る
我
が
国
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

こ
と
。

︵
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
︶

◆
政
府
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
基
本
方
針
策

定
に
関
す
る
意
見
書

 

北
海
道
農
業
は
、
今
日
の
Ｗ

Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
よ
る
国

際
化
の
進
展
、
国
際
的
な
食
料

需
給
の
逼
迫
や
価
格
の
不
安
定

化
、
肥
料
や
飼
料
を
は
じ
め
と

す
る
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま

り
な
ど
に
よ
り
、
農
業
・
農
村

を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

化
し
、
主
業
的
な
農
業
経
営
の

持
続
的
発
展
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
あ
る
。

 

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は

Ｅ
Ｐ
Ａ
基
本
方
針
︵
包
括
的
経

済
連
携
協
定
に
関
す
る
基
本
方

針
︶
を
策
定
し
、
参
加
の
判
断

は
先
送
り
し
た
も
の
の
、
関
係

国
と
の
協
議
を
す
る
こ
と
と
し

て
い
る

が
、
我

が
国
の

食
料
安

定
保
障

と
両
立

で
き
な

い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
認

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
基
本
方
針
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

我
が
国
の
食
料
安
定
供
給
へ

の
重
要
な
役
割
を
担
う
と
い
う

使
命
感
に
立
ち
、
北
海
道
農
業

が
持
つ
潜
在
能
力
を
フ
ル
に
発

揮
し
、
持
続
可
能
な
北
海
道
農

業
の
確
立
を
図
る
よ
う
要
望
す

る
。

１ 

国
際
貿
易
交
渉
に
当
た
っ

て
は
、﹁
多
様
な
農
業
の
共
存
﹂

を
基
本
理
念
と
し
て
、
農
業
・

農
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

や
食
料
安
全
保
障
の
確
保
を
図

る
な
ど
、
日
本
提
案
の
実
現
を

目
指
す
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
基

本
方
針
を
堅
持
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
不
参
加
も
含
め
、
食
の
安

全
の
確
保
、
食
料
自
給
率
の
向

上
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
、
国
内
農
業
・
農
村
の
振
興

を
損
な
わ
な
い
よ
う
対
応
す
る

こ
と
。

２ 

包
括
的
経
済
連
携
協
定
に

お
い
て
は
、
食
料
・
農
業
・
農

村
政
策
を
重
要
な
国
家
戦
略
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
米
や
小
麦
、
で
ん

粉
、
砂
糖
、
牛
肉
、
豚
肉
、
乳

製
品
等
の
重
要
品
目
を
関
税

撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
適

切
な
国
境
措
置
を
確
保
す
る
こ

と
。

︵
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
外
務
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
︶

住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
交
通
運
輸
行
政
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

 

６
月
22
日
政
府
は
﹁
地
域
主

権
戦
略
大
綱
﹂を
閣
議
決
定
し
、

国
の
出
先
機
関
に
つ
い
て
、
原

則
廃
止
の
方
針
を
打
ち
出
し
、

地
方
運
輸
局
も
そ
の
対
象
と
し

て
い
る
。

 

地
方
運
輸
局
は
、
国
土
交
通

省
の
出
先
機
関
と
し
て
、
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
出
先
と
し
て
各
県

ご
と
の
地
方
運
輸
支
局
と
行
政

需
要
の
顕
著
な
場
所
に
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
や
海
事
事
務

所
が
設
置
さ
れ
、
地
方
に
お
け
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る
交
通
・
運
輸
に
か
か
わ
る
行

政
を
行
っ
て
い
る
。

 

自
治
体
の
区
域
を
超
え
て

移
動
す
る
自
動
車
、
鉄
道
、
船

舶
な
ど
を
対
象
と
す
る
行
政
に

あ
っ
て
は
、
自
治
体
よ
り
も
国

の
方
が
効
率
的
・
効
果
的
に
担

え
る
も
の
と
考
え
る
。

 

従
っ
て
、
中
央
の
国
土
交
通

省
と
出
先
機
関
で
あ
る
地
方
運

輸
局
が
一
体
と
な
っ
て
行
政
を

実
施
す
る
こ
と
は
勿
論
、
住
民

の
安
全
・
安
心
な
交
通
と
運
輸

を
確
保
す
る
た
め
に
は
地
方
運

輸
局
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

１ 

住
民
の
安
全
・
安
心
な
交

通
運
輸
を
支
え
る
行
政
は
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
直
接
実
施
す

る
こ
と
。

２ 

住
民
の
た
め
の
交
通
運
輸

行
政
を
確
立
す
る
た
め
に
国
の

出
先
機
関
で
あ
る
地
方
運
輸
局

を
充
実
す
る
こ
と
。

３ 

広
大
な
北
海
道
の
交
通
・

運
輸
行
政
を
充
実
す
る
た
め
に

運
輸
支
局
を
拡
充
す
る
こ
と
。

︵
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
︶

住
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

 

雇
用
問
題
を
始
め
、
医
療
・

年
金
・
貧
困
な
ど
様
々
な
社
会

不
安
が
増
大
し
て
い
る
今
、
国

の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。

 

国
民
・
住
民
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
、
行
政
体
制
を
拡

充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
公
務
員
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
日
本

の
公
務
員
数
は
先
進
諸
国
と
比

較
し
て
、
著
し
く
低
い
水
準
に

あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

り
、
更
に
国
家
公
務
員
に
は
連

年
の
定
員
削
減
と
行
政
改
革
推

進
法
に
よ
る
定
員
純
減
の
施
策

が
行
わ
れ
、
公
務
職
場
は
慢
性

的
な
人
員
不
足
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

 

安
心
・
安
全
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
再
構
築
す
る

た
め
、
公
務
職
場
に
必
要
な
人

員
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

 

国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
計

画
や
国
の
出
先
機
関
及
び
独
立

行
政
法
人
の
原
則
廃
止
・
地
方

移
管
・
民
営
化
等
を
行
わ
ず
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
よ

う
求
め
る
。

１ 

﹁
地
域
主
権
改
革
﹂
の
名

の
下
に
国
の
責
任
放
棄
に
よ
っ

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。

２ 

国
の
出
先
機
関
改
革
に
あ

た
っ
て
は
、
廃
止
、
地
方
移
管

を
前
提
と
し
な
い
こ
と
。

３ 

住
民
の
安
心
・
安
全
を
支

え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

図
る
た
め
必
要
な
人
員
を
確
保

す
る
こ
と
。

４ 

独
立
行
政
法
人
の
組
織
及

び
事
業
の
廃
止
、
民
営
化
等
は

行
わ
な
い
こ
と
。

︵
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
︶

地
域
医
療
と
国
立
病
院
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

 

医
師
・
看
護
師
不
足
や
公
的

病
院
の
縮
小
・
閉
鎖
に
よ
っ
て
、

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
先
が
な

い
等
、
地
域
医
療
が
崩
壊
し
か

ね
な
い
事
態
が
全
国
で
生
じ
て

い
る
。

 

国
立
病
院
は
、
が
ん
・
循
環

器
な
ど
の
高
度
医
療
や
研
究
と

と
も
に
、
重
症
心
身
障
害
、
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
結
核
・
感

染
症
、
精
神
医
療
、
災
害
医
療
、

へ
き
地
医
療
な
ど
、
民
間
で
は

困
難
な
分
野
を
担
い
、
地
域
医

療
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

 

し
か
し
、
政
府
は
、﹁
独
立

行
政
法
人
の
原
則
廃
止
﹂
を
掲

げ
、
４
月
に
行
わ
れ
た
﹁
事
業

仕
分
け
﹂
で
は
、
国
立
病
院
に

対
し
て
﹁
非
効
率
﹂
病
床
の
削

減
な
ど
、
更
な
る
﹁
経
営
合
理

化
﹂を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
、

﹁
事
業
規
模
の
縮
小
、
他
の
公

的
病
院
も
含
め
た
再
編
成
の
検

討
な
ど
﹂
の
取
り
ま
と
め
が
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
命
や
暮

ら
し
に
か
か
わ
る
公
共
部
門
を

乱
暴
に
切
り
捨
て
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。

 

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ

れ
で
も
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
る
体
制
づ
く

り
は
住
民
の
願
い
で
あ
り
、
地

域
医
療
と
国
立
病
院
の
充
実
を

求
め
る
。

１ 

国
立
病
院
を
縮
小
・
廃
止
、

民
営
化
す
る
こ
と
な
く
、
充
実

強
化
を
図
る
こ
と
。

２ 

国
立
病
院
を
運
営
費
交
付

金
の
一
律
削
減
の
対
象
か
ら
除

外
し
、
必
要
な
予
算
を
確
保
す

る
こ
と
。

３ 

国
立
病
院
を
総
人
件
費
一

律
削
減
の
対
象
か
ら
除
外
し
、

医
師
・
看
護
師
は
じ
め
必
要
人

員
を
確
保
す
る
こ
と
。

︵
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
︶

大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
求

め
る
意
見
書

 

医
療
現
場
は
、
長
時
間
・
過

密
労
働
に
加
え
、
医
療
技
術
の

進
歩
や
医
療
安
全
へ
の
期
待
の

高
ま
り
な
ど
で
、
看
護
職
員
な

ど
の
労
働
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、
離
職
者
も
多
く
、
深
刻
な

人
手
不
足
に
な
っ
て
い
る
。

 

看
護
師
な
ど
夜
勤
交
替
制
労

働
者
の
労
働
条
件
を
改
善
し
、

人
手
を
大
幅
に
増
や
し
て
、
安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実

現
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

医
療
・
社
会
保
障
予
算
を
先
進

国
並
み
に
増
や
し
、
国
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
制
度

と
す
る
よ
う
、
看
護
師
等
の
大

幅
増
員
を
実
現
し
、
安
全
で
行

き
届
い
た
医
療
・
看
護
・
介
護

の
拡
充
を
求
め
る
。

１ 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
看
護
職
員
条
約
に

基
づ
き
、
看
護
師
な
ど
夜
勤
交

替
制
労
働
者
の
労
働
時
間
を
１

日
８
時
間
、
週
32
時
間
以
内
、

勤
務
間
隔
を
12
時
間
以
上
と
す

る
こ
と
。

２ 

医
療
、
社
会
保
障
予
算
を

先
進
国
︵
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︶
並
み
に

増
や
し
、
医
師
・
看
護
師
・
介

護
職
員
等
を
大
幅
に
増
や
す
こ

と
。

３ 

国
民
︵
患
者
・
利
用
者
︶

の
負
担
を
減
ら
し
、
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る

こ
と
。

︵
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
総
務
大
臣
︶

道
立
衛
生
学
院
の
存
続
を
求
め

る
意
見
書

 

道
立
衛
生
学
院
の
廃
止
の
方

針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

 

道
立
衛
生
学
院
は
、
准
看
護

師
が
正
看
護
師
の
資
格
を
取
る

い
わ
ゆ
る
﹁
進
学
コ
ー
ス
﹂
を

は
じ
め
、
保
健
師
養
成
、
助
産

師
養
成
な
ど
、
看
護
職
員
養
成

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
施
設
で
あ
り
、
衛
生
学
院
の

廃
止
は
、
道
内
の
看
護
職
員
確

保
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 

ま
た
、
医
師
・
看
護
師
が
都

市
に
集
中
す
る
中
、
地
方
自
治

体
で
は
も
っ
と
深
刻
な
状
況
に

お
か
れ
、﹁
安
心
し
て
生
み
育

て
ら
れ
る
北
海
道
﹂
を
創
る
た

め
に
は
、
医
師
・
看
護
職
員
等
、

医
療
従
事
者
の
確
保
を
財
政
措

置
も
含
め
て
道
が
率
先
し
て
行

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

１ 

北
海
道
内
の
看
護
職
員
等

医
療
従
事
者
確
保
に
寄
与
し
て

い
る
道
立
衛
生
学
院
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
。

２ 

保
健
師
養
成
課
程
及
び
看

護
師
２
年
課
程
︵
通
信
制
︶
の

学
生
募
集
を
再
開
す
る
こ
と
。

︵
提
出
先
：
北
海
道
知
事
︶
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 第４回定例会での一般

質問では 3名の方から 4

項目について質問があり

ました。

■
質 

問

 

厚
生
労
働
省
は
都
道
府
県
に

対
し
て
、
国
民
健
康
保
険
の
広

域
化
に
よ
っ
て
﹁
保
険
料
の
引

き
上
げ
、
収
納
率
の
向
上
、
医

療
費
適
正
化
な
ど
を
行
い
、
一

般
財
源
の
繰
り
入
れ
を
出
来
る

限
り
早
期
に
解
消
す
る
﹂
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
で

運
営
主
体
が
都
道
府
県
と
す
る

か
、
広
域
連
合
と
す
る
か
、
ま

だ
未
定
で
す
が
、
北
海
道
で
は

既
に
﹁
国
民
健
康
保
険
広
域
化

等
支
援
方
針
﹂
を
作
成
し
、
道

に
一
本
化
す
る
方
向
で
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
広
域
化
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
組
み
込
ま

れ
た
﹁
保
険
料
の
負
担
増
が
嫌

な
ら
医
療
費
を
抑
制
し
ろ
﹂
と

い
う
仕
組
み
を
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
全
年
齢
に
拡
大
す
る

も
の
で
す
。
広
域
化
の
理
由
と

し
て
国
民
健
康
保
険
の
財
政
難

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
最
大
の
理
由
は
国
民
健
康

保
険
財
政
全
体
に
対
す
る
国
庫

支
出
金
が
１
９
８
０
年
代
の
約

50
％
か
ら
現
在
の
約
25
％
ま
で

半
減
さ
せ
て
き
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
広
域
化

し
て
も
国
民
健
康
保
険
の
財
政

難
の
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
上
、
一
般
財
源
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
や
め
れ
ば
国
民
健
康

保
険
財
政
を
一
層
困
難
に
し
、

保
険
税
値
上
げ
と
払
え
な
い
人

の
増
加
と
い
う
悪
循
環
を
招
く

と
い
う
こ
と
は
必
至
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

こ
こ
で
町
長
の
見
解
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
部
 
 
武
 
議
員

保険

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
つ
い
て

●
町 

長

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
後
の
新
た
な
高
齢
者
医
療
制

度
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
年

齢
に
よ
る
差
別
的
な
扱
い
を
解

消
す
る
た
め
、
75
歳
以
上
の

方
も
現
役
世
代
と
同
じ
国
保
か

被
用
者
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
全
国
で
約
１
千

200
万
人
の
方
が
国
保
に
加
入
す

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
方
々
を
含
め
た
国
保
の
安

定
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め

に
は
、
一
定
の
規
模
を
有
し
た

保
険
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
都
道
府
県
単
位
で
運
営
す

る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
高

齢
者
・
低
所
得
者
が
多
く
加
入

し
て
い
る
と
い
う
構
造
的
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
が
財

政
基
盤
を
脆
弱
な
も
の
に
し
て

い
る
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。
広

域
化
し
て
も
こ
の
問
題
が
直

ち
に
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
財
政
難
を
克
服
す
る
根

本
的
な
対
策
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
保

険
者
が
単
独
で
実
施
す
る
よ
り

も
安
定
し
た
運
営
が
可
能
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
保
険
税
が
広
域
化
に

よ
っ
て
平
準
化
さ
れ
た
場
合
に

は
、
現
行
の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
、
増
税
に
な
る
市
町
村
、
減

税
と
な
る
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
本
町

の
一
人
当
た
り
調
定
額
は
全
道

平
均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
増
税
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
高
齢
化
率
の
高
い
本
町

で
は
、
医
療
費
の
増
高
が
一
段

と
進
む
た
め
、
単
独
で
実
施
し

た
場
合
に
も
、
増
税
は
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の

上
げ
幅
は
広
域
で
運
営
し
た
と

き
よ
り
も
大
き
い
も
の
に
な
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

 

国
で
は
、
広
域
化
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
保
険
税
の
伸
び

を
抑
制
す
る
た
め
の
様
々
な
措

置
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
し
、

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
そ
れ

が
実
現
す
る
よ
う
関
係
機
関
を

通
じ
て
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

 

■
再
質
問

 

健
康
保
険
税
と
い
う
の
は

受
益
者
負
担
で
は
な
い
で
す

よ
ね
、
国
民
健
康
保
険
と
い

う
の
は
国
民
皆
保
険
制
度
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
憲

法
が
保
障
す
る
﹁
健
康
で
文

化
的
な
生
活
﹂
を
き
ち
ん
と
保

障
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
国
民
健
康

保
険
法
第
１
条
で
国
民
健
康
保

険
を
社
会
保
障
の
制
度
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
第
４
条
で
は
国

民
健
康
保
険
の
運
営
責
任
は
国

が
負
っ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し

て
、﹁
国
の
財
政
支
出
の
元
で

基
本
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村

が
行
う
﹂
と
、
こ
う
い
う
ふ
う

に
明
記
し
て
い
ま
す
。
町
長
自

身
、
本
来
の
国
民
健
康
保
険
制

度
と
い
う
の
は
ど
う
あ
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
か
。

 

こ
の
点
を
再
度
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
町 

長

 

健
康
で
文
化
的
な
生
活
、
そ

の
と
お
り
だ
と
は
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
確
か
に
国
の
持
ち
出

し
と
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
の
も
事
実

で
す
し
、
結
果
と
し
て
受
益
者

の
負
担
が
増
え
て
い
る
と
い
う

の
も
現
実
で
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
再
度
国
に
対
し
て
、
国
の

責
任
の
負
担
、
こ
れ
を
し
っ
か

り
し
て
頂
け
る
様
に
我
々
が
運

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
再
々
質
問

 

く
ど
い
よ
う
で
す
け
れ
ど
、

も
う
１
点
。

 

確
か
に
今
の
国
民
健
康
保

険
制
度
そ
の
も
の
が
非
常
に

矛
盾
が
あ
り
、
特
に
小
さ
な
町

村
と
い
う
の
は
財
政
的
に
も
大

変
だ
と
い
う
こ
と
は
、
本
当
に

私
自
身
も
議
員
を
や
っ
て
感
じ

ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ゆ

る
く
な
い
か
ら
道
に
お
願
い
し

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第

４
条
で
市
町
村
が
実
施
す
る
ん

だ
と
法
律
で
決
め
て
い
る
の
を

投
げ
捨
て
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
ん
で
す
。
そ
の
点
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。最
後
に
伺
い
ま
す
。

●
町 

長

 

当
然
、
市
町
村
が
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
は
間
違
い
ご
ざ
い

ま
せ
ん
し
、
た
だ
我
々
の
出
来

る
範
囲
、
町
の
責
任
に
お
い
て

出
来
る
範
囲
と
い
う
の
は
、
本

町
に
お
い
て
も
保
険
税
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
特

に
高
齢
者
の
介
護
も
含
め
て
、

予
算
措
置
し
て
い
る
部
分
も

ご
ざ
い
ま
す
。
や
は
り
財
源
が

有
っ
て
の
、
町
の
思
い
と
い
う

も
の
が
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
い

い
ん
で
す
が
、
現
実
的
に
な
か
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■
質 

問

 

内
閣
の
﹁
国
民
生
活
に
関

す
る
調
査
﹂
に
よ
れ
ば
、
国
民

が
政
府
に
求
め
て
い
る
政
策
の

第
１
位
は
﹁
医
療
年
金
等
の
社

会
保
障
の
整
備
﹂
で
す
。
と
こ

ろ
が
国
民
が
医
療
や
介
護
の
負

担
に
悩
み
、
将
来
へ
の
不
安
が

拭
え
な
い
の
は
何
故
で
し
ょ
う

か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
加
盟
30

ケ
国
調
査
に
よ
れ
ば
日
本
の
国

内
総
生
産
に
対
す
る
公
的
社
会

保
障
支
出
の
割
合
は
平
均
を
下

回
る
20
番
目
で
す
。
日
本
の
国

内
総
生
産
は
世
界
第
２
位
、
或

い
は
第
３
位
の
は
ず
で
す
。

 

経
済
規
模
に
比
べ
て
日
本
の

社
会
保
障
が
不
十
分
な
の
は
何

故
で
し
ょ
う
か
。
１
９
８
０
年

以
降
、
も
と
も
と
貧
弱
な
社
会

保
障
給
付
を
自
民
党
政
治
が
更

に
抑
制
し
た
た
め
で
す
。
そ
の

際
、
大
き
な
柱
と
な
っ
た
考
え

方
は
給
付
を
受
け
る
人
に
給
付

に
応
じ
た
﹁
応
益
負
担
﹂
を
さ

せ
る
と
い
う
﹁
受
益
者
負
担
﹂ 

の
考
え
で
す
。
こ
れ
を
一
層
推

し
進
め
た
の
は
小
泉
内
閣
の
構

造
改
革
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

社
会
保
障
へ
の
公
的
責
任
を

後
退
さ
せ
福
祉
を
市
場
で
買
う

サ
ー
ビ
ス
商
品
に
替
え
、
社
会

保
障
費
を
削
減
す
る
道
を
突
き

進
み
ま
し
た
。

 

こ
の
道
は
国
民
に
何
を
も
た

ら
し
た
で
し
ょ
う
か
。
医
療
費

の
患
者
負
担
は
健
康
保
険
本
人

は
83
年
度
ま
で
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
も
81
年
ま
で
は
無
料
で

し
た
。
今
で
は
３
割
負
担
で
す
。

 

高
齢
者
の
医
療
費
と
高
齢

者
自
身
の
保
険
料
を
直
結
さ
せ

﹁
受
益
者
負
担
﹂
を
貫
く
た
め

に
導
入
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
差
別
さ
れ
た
高
齢
者

の
悲
し
み
と
怒
り
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
生
活
に
不
可
欠

な
か
そ
う
い
か
な
い
と
い
う
の

も
、
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
基

本
は
や
は
り
寿
都
の
住
民
が
寿

都
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
こ
と
が
、
私
も
基
本
の
理
念

に
お
い
て
、
行
政
運
営
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
時
そ
の
時
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
議
員

の
皆
様
方
と
十
分
協
議
を
重
ね

て
、
な
る
べ
く
住
民
に
負
担
が

掛
か
ら
な
い
よ
う
に
努
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

な
介
護
を
受
け
て
い
る
の
に
高

齢
者
に
費
用
の
１
割
の
利
用
負

担
を
課
す
介
護
保
険
で
は
重
い

負
担
を
理
由
に
サ
ー
ビ
ス
回
数

や
時
間
を
減
ら
す
人
が
多
く
出

て
い
ま
す
。
障
害
者
が
生
き
る

た
め
の
支
援
を
﹁
益
﹂
と
み
な

し
て
原
則
の
１
割
負
担
を
求
め

た
障
害
者
自
立
支
援
法
は
廃
止

を
約
束
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
様
に
社
会
保
障
に
持
ち
込

ま
れ
た
﹁
受
益
者
負
担
﹂
は
安

心
を
遠
ざ
け
、
国
民
の
生
活
と

命
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
民
主
党
政
権
は
こ
う
し
た

方
向
を
改
め
な
い
ば
か
り
か
、

保
育
に
も
市
場
化
と
﹁
受
益
者

負
担
﹂
を
導
入
す
る
動
き
を
強

め
て
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
第
１
に
こ
の
﹁
受
益

者
負
担
﹂
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
伺
い
ま
す
。

 

国
民
の
安
心
を
確
保
す
る
た

め
に
﹁
受
益
者
負
担
﹂
や
市
場

化
、
民
営
化
路
線
を
返
還
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
即
時
撤
廃
を
は

じ
め
、
支
払
い
能
力
に
応
じ
る

﹁
応
能
負
担
﹂
で
国
民
が
必
要

な
給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

公
的
な
責
任
を
果
た
す
道
に
進

む
べ
き
で
す
。
失
業
・
貧
困
・

病
気
・
障
害
・
高
齢
な
ど
は
誰

で
も
自
ら
の
責
任
で
は
取
り
除

け
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
人
間
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ

し
い
生
活
を
保
障
す
る
手
段
と

し
て
発
展
し
た
の
が
社
会
保
障

制
度
で
す
。
日
本
国
憲
法
25
条

は
、
全
て
の
国
民
が
﹁
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
﹂

を
営
め
る
よ
う
に
社
会
保
障
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
を
国
の
責

務
と
し
て
い
ま
す
。
医
療
や
介

護
や
障
害
者
福
祉
を
堅
持
す
る

こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
は
国

民
の
負
担
を
支
払
い
能
力
に
見

合
う
﹁
応
能
負
担
﹂
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

そ
こ
で
第
２
に
こ
の
﹁
応
能

負
担
﹂
こ
そ
国
民
の
安
心
を
支

え
、
命
を
守
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

 

さ
て
、
社
会
保
障
の
た
め
に

国
の
財
政
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま

う
と
い
う
宣
伝
は
本
当
な
ん
だ

ろ
う
か
。
国
の
財
政
は
何
の
た

め
に
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
日

本
国
憲
法
25
条
で
い
う
﹁
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
﹂
は
国
民
の
何
人
に
も

全
面
的
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
最
低
限

の
水
準
は
予
算
の
有
無
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
政
治
の
究
極
の
目

的
は
国
民
が
健
康
で
文
化
的
な

生
活
の
保
障
で
す
。
税
金
の
中

か
ら
そ
の
た
め
の
予
算
を
真
っ

先
に
確
保
す
る
こ
と
が
憲
法

の
定
め
る
国
の
責
任
で
あ
る
は

ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
自
民
党
政

治
は
長
期
に
わ
た
っ
て
社
会
保

障
を
痛
め
つ
け
、
大
型
公
共
事

業
や
軍
事
費
の
浪
費
を
続
け
て

き
た
結
果
、
国
の
財
政
危
機
を

招
き
ま
し
た
。
社
会
保
障
費
の

削
減
に
よ
り
、
将
来
不
安
の
拡

大
は
内
需
を
冷
え
込
ま
せ
、
経

済
成
長
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
財

政
赤
字
を
拡
大
す
る
重
大
な
原

因
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
保
障

費
を
本
格
的
に
充
実
す
る
方
向

へ
舵
を
取
る
こ
と
は
内
需
主
導

の
安
定
し
た
経
済
成
長
を
実
現

し
、
財
政
危
機
を
打
開
す
る
上

で
も
欠
か
せ
な
い
条
件
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め

の
財
源
は
十
分
に
生
み
出
せ
ま

す
。
現
在
日
本
で
は
大
企
業
が

負
担
す
る
税
、
社
会
保
障
料
の

合
計
額
は
低
く
、
ド
イ
ツ
の
８

割
、
フ
ラ
ン
ス
の
７
割
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
大
企
業
・
大
金
持
ち

の
優
遇
税
制
の
是
正
や
、
軍
事

費
の
無
駄
削
減
な
ど
で
７
兆
か

ら
８
兆
円
が
財
源
確
保
で
き
ま

す
。
そ
れ
を
長
期
的
な
財
政
再

建
に
当
て
つ
つ
、
社
会
保
障
な

ど
暮
ら
し
の
た
め
に
使
っ
て
日

本
経
済
の
成
長
を
軌
道
に
乗
せ

る
な
ら
ば
、
更
な
る
税
の
増
加

は
見
込
め
ま
す
。
国
民
の
暮
ら

し
を
最
優
先
す
る
政
治
の
転
換

は
経
済
と
財
政
に
明
る
い
展
望

を
切
り
開
く
唯
一
の
道
で
あ
り

ま
す
。

 

そ
こ
で
第
３
に
﹁
赤
字
だ
か

ら
社
会
保
障
費
の
削
減
も
や
む

な
し
﹂
と
い
う
こ
と
で
は
財
政

危
機
を
打
開
出
来
な
い
と
思
う

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

 

そ
し
て
最
後
に
社
会
保
障
と

い
う
も
の
は
本
来
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
考
え
る
か
町
長
に
伺
い

ま
す
。

●
町 

長

 

社
会
保
障
制
度
は
、
全
て

の
人
が
健
康
で
安
心
で
き
る
生

活
を
営
む
た
め
に
、
社
会
全
体

で
支
え
合
う
仕
組
み
と
し
て
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
少
子
高
齢
化
や
長
引
く
景

気
低
迷
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
っ
て
社
会
保
障
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
し
、
そ
の
費
用
も
急

速
に
増
大
し
て
お
り
ま
す
。

 

社
会
保
障
を
賄
う
財
源
は
、

公
費
・
保
険
料
・
受
益
者
負
担

が
主
な
も
の
で
、
各
自
の
負
担

能
力
に
応
じ
て
負
担
し
あ
う
相

互
扶
助
が
基
本
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
費
用
の
増
大

に
伴
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
額

が
過
大
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
国
は
財
政
危
機
を
理

由
に
聖
域
な
く
予
算
削
減
を
し

て
き
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
が
、

国
の
責
任
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
財
源
を
確
保
し
、
必
要
な
予

算
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。

 

冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
よ

岡
部
 
 
武
 
議
員

生活

社
会
保
障
に
つ
い
て



■
質 

問

 

地
元
の
資
源
や
名
産
品
を
Ｐ

Ｒ
し
た
り
、
販
売
す
る
為
に
は

何
か
の
き
っ
か
け
や
人
が
集
客

す
る
何
ら
か
の
要
素
が
な
け
れ

ば
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

 

今
ま
で
本
町
も
観
光
・
産
業

面
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
り
、
札
幌
な
ど
都
会
で
の
広

域
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
観

光
・
産
業
の
活
性
化
を
図
る
為
、

工
夫
・
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
や

祭
り
等
は
、
一
過
性
な
も
の
で

あ
り
短
期
間
の
活
性
化
は
図
ら

れ
ま
す
け
れ
ど
も
長
期
間
、
継

続
す
る
こ
と
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。

 

さ
て
、
南
西
沖
地
震
以
来
、

国
道
229
号
線
の
交
通
量
は
激

減
し
、
景
気
の
低
迷
に
呼
応
し

て
か
、
観
光
バ
ス
の
定
期
便
も

な
く
な
り
夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
に
は
観
光
客
は
増
え
る
も
の

の
、
以
前
の
様
な
日
本
海
沿
岸

を
メ
イ
ン
と
し
た
追
分
ソ
ー
ラ

ン
ラ
イ
ン
観
光
の
盛
り
上
が
り

が
淋
し
く
な
っ
て
い
る
様
に
思

い
ま
す
。

 

道
の
駅
に
目
を
向
け
ま
す
と

こ
う
し
た
交
通
量
の
減
少
か
ら

か
、
本
町
や
島
牧
村
の
道
の
駅

の
利
用
者
も
大
変
少
な
い
状
況

に
あ
り
、
対
照
的
に
国
道
５
号

線
沿
い
の
黒
松
内
町
の
道
の
駅

の
賑
わ
い
と
は
極
端
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

 

数
年
前
に
、
３
・
７
会
議
︵
３

支
庁
：
﹁
後
志
・
渡
島
・
檜

山
﹂
、
７
ケ
町
村
：
﹁
寿
都
町
・

島
牧
村
・
黒
松
内
町
・
長
万
部

町
・
今
金
町
・
旧
北
桧
山
町
・

旧
瀬
棚
町
﹂
︶
等
、
広
域
の
観
光
・

産
業
面
の
交
流
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
こ
の
種
の
会
議
や
活

動
は
、
ど
の
様
に
な
っ
て
お
り

ま
す
か
。

 

こ
れ
か
ら
の
観
光
・
産
業

の
活
性
化
は
、
１
町
村
単
独
で

行
う
よ
り
、
こ
う
し
た
広
域
連

携
に
よ
り
、
同
じ
エ
リ
ア
の
町

村
同
志
で
取
組
む
方
が
、
よ
り

効
果
的
で
強
固
な
関
係
が
生
ま

れ
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

以
上
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

１ 

南
後
志
３
町
村︵
寿
都
町
・

島
牧
村
・
黒
松
内
町
︶
連
携
に

よ
る
観
光
・
産
業
面
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
様
に

考
え
て
お
り
ま
す
か
。

２ 

平
成
21
年
11
月
７
日
に
黒

松
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

通
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
わ
が

町
や
南
後
志
３
町
村
の
こ
れ
か

ら
の
観
光
・
産
業
を
発
展
さ
せ

る
良
い
き
っ
か
け
で
あ
り
、
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

 

以
前
、
国
で
は
﹁
21
世
紀
を

切
り
ひ
ら
く
緊
急
経
済
対
策
﹂

う
に
社
会
保
障
は
、
全
て
の
人

が
健
康
で
安
心
で
き
る
生
活
を

営
む
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
将

来
へ
の
希
望
を
抱
け
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
現
在
の
水
準
を
切
り

下
げ
る
こ
と
な
く
、
質
・
量
と

も
に
拡
充
し
、
豊
か
な
福
祉
社

会
を
構
築
で
き
る
よ
う
要
望
し

と
し
て
物
流
基
盤
整
備
の
促
進

施
策
に
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の

活
用
や
施
設
の
整
備
を
推
進
し

て
い
ま
し
た
が
、
国
も
政
権
交

代
に
よ
り
、
こ
う
し
た
施
策
が

ど
の
様
に
継
続
さ
れ
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

う
し
た
施
策
を
踏
ま
え
、
南
後

志
３
町
村
が
協
力
し
て
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
等
、
観
光
・
産
業
発

展
の
起
爆
剤
と
な
り
得
る
施
設

を
整
備
・
活
用
し
、
３
町
村
の

広
域
連
携
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

●
町 

長

 

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
・
産

業
面
の
活
性
化
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
観
光
は
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
・
地
域
に
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
潜
在
力
を
有
し
て
お

り
、
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
そ

の
可
能
性
を
引
き
出
し
広
げ
る

た
め
、
行
政
・
民
間
・
町
民
を

は
じ
め
多
様
な
連
携
の
方
策
を

追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

 

人
口
減
少
時
代
に
入
っ
て
い

る
中
で
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
は
交
流
人
口
を
活
発

化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
を
考
え
た

と
き
に
観
光
消
費
額
、
い
わ
ゆ

る
外
貨
の
獲
得
に
よ
り
経
済
へ

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
こ
そ
が

観
光
振
興
の
意
義
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

 

現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
地
域

に
根
付
い
た
産
業
イ
ベ
ン
ト
は

一
過
性
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま

す
が
、地
域
の
も
つ
﹁
地
域
力
﹂

を
再
発
見
・
再
構
築
す
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の
方
策

で
も
あ
り
、
ま
ち
の
個
性
を
町

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
町
民
へ
の

ま
ち
の
愛
着
や
誇
り
を
培
う
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地

域
の
経
済
や
社
会
的
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
昨
今
の
経
済
情
勢
や

様
々
な
社
会
的
不
安
か
ら
、
安

全
・
安
心
、
癒
し
、
感
動
な

ど
に
対
す
る
欲
求
が
高
ま
っ
て

い
る
中
で
、
従
来
の
﹁
観
賞
型

観
光
﹂
は
低
下
傾
向
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

関
心
や
テ
ー
マ
を
大
切
に
す
る

観
光
交
流
の
性
格
を
強
め
て
お

り
、
特
に
自
然
の
恵
み
の
享
受

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
を

見
せ
て
お
り
ま
す
。

 

そ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
地

域
の
持
つ
資
源
を
い
か
に
活
用

す
る
か
と
い
う
ソ
フ
ト
戦
略
と

し
て
、
現
在
、
本
町
に
お
い
て

﹁
体
験
漁
業
﹂
を
﹁
産
業
観
光
﹂

と
し
て
捉
え
、
近
年
に
お
い
て

は
定
着
し
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
道
内
外

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

越
前
谷
由
樹
 
議
員

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
・
産
業

等
の
活
性
化
に
つ
い
て

観光
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よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
産
業
を
体
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
は
、
交
流
人
口
の
増

加
や
地
域
を
元
気
に
す
る
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
﹁
食
の
魅
力
﹂

は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
創
る
こ
と
の
で
き
る
観
光

資
源
と
し
て
﹁
食
﹂
を
テ
ー
マ

に
町
内
各
経
済
団
体
と
連
携
協

力
の
も
と
、
来
年
度
の
事
業
化

に
向
け
て
現
在
取
り
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
地
域
経
済
に
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

観
光
振
興
は
、
﹁
地
域
の
光

を
観
る
こ
と
﹂
を
目
的
と
し
た

﹁
集
客
﹂
﹁
交
流
﹂
と
幅
広
く
捉

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
地
域
の

魅
力
あ
る
資
源
を
活
用
し
た
集

客
・
交
流
を
通
じ
て
、
最
終
的

に
地
域
住
民
の
す
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
け

る
現
状
と
課
題
を
整
理
し
た
中

で
、
今
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
﹁
第
７
次
総
合
振
興
計
画
﹂

の
基
本
計
画
の
中
で
も
お
示
し

し
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
地
域

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

確
立
を
図
り
な
が
ら
、
複
合
的

に
戦
略
を
も
っ
て
観
光
推
進
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

 

近
隣
町
村
と
の
連
携
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
町
村
に
は
町
村
固
有
の
資
源

や
魅
力
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

 

観
光
客
の
求
め
る
レ
ベ
ル
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
化
し
つ

つ
あ
り
、
観
光
客
に
対
し
て
単

一
の
自
治
体
で
魅
力
や
満
足
感

を
与
え
る
こ
と
は
限
界
が
あ
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

 

こ
れ
ま
で
も
必
要
な
連
携

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
近
隣
町
村
と
の
﹁
道

の
駅
﹂
や
﹁
温
泉
施
設
﹂
の

施
設
間
交
流
、
さ
ら
に
は
大
学

や
民
間
事
業
者
と
の
人
的
交
流

な
ど
、
話
題
性
や
魅
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
情
報
交
換
を
行

い
、
ソ
フ
ト
戦
略
を
重
視
し
た

中
で
、
振
興
策
の
立
案
・
実
行

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

 

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
少
子

高
齢
化
が
進
み
総
人
口
の
減
少

期
を
む
か
え
る
な
か
で
、
定
住

人
口
に
限
定
し
た
ま
ち
づ
く
り

か
ら
交
流
人
口
を
対
象
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
変
革
を
目
指

す
こ
と
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

そ
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、

観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
平
成

18
年
12
月
に
議
員
立
法
に
よ
り

成
立
し
、
平
成
19
年
１
月
よ
り

施
行
さ
れ
、
観
光
庁
の
設
置
な

ど
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 

観
光
は
21
世
紀
に
お
け
る
日

本
の
重
要
な
政
策
の
柱
と
し
て

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
力
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
優
先
的
課
題

と
し
な
が
ら
、
観
光
資
源
を
有

機
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
の

制
度
を
活
用
し
た
中
で
、
競
争

力
の
高
い
魅
力
あ
る
観
光
、
産

業
発
展
を
視
野
に
入
れ
、
よ
り

一
層
の
連
携
の
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

■
再
質
問

 

只
今
、
町
長
か
ら
詳
し
く
細

部
に
わ
た
っ
て
、
本
町
の
観
光

産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
述
べ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

３
町
村
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

は
、
内
容
に
つ
い
て
あ
ま
り
深

く
述
べ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

 

そ
こ
で
１
点
目
で
あ
り
ま

す
が
、
私
は
１
町
村
よ
り
３
町

村
が
ま
と
ま
っ
て
南
後
志
の
観

光
、そ
れ
か
ら
土
産
物
だ
と
か
、

産
業
を
売
り
込
む
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
方

法
が
良
い
か
は
３
町
村
が
話
し

合
っ
て
決
ま
る
訳
で
あ
り
ま
す

が
、
前
向
き
な
場
と
い
い
ま
す

か
、
機
会
を
つ
く
っ
て
行
く
べ

き
で
あ
り
、
出
来
れ
ば
町
長
が

率
先
し
て
強
い
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

︵
発
言
権
︶
を
持
っ
て
３
町
村

の
取
り
ま
と
め
を
図
る
く
ら
い

の
行
動
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、お
伺
い
し
ま
す
。

 

２
点
目
の
高
速
道
路
の
関
係

で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
大
き
な

政
策
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
ま
だ

決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
の

施
設
整
備
、
活
用
に
国
の
許
可

や
承
認
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

簡
単
に
進
む
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
３
町
村
が
協
力
し

合
っ
て
南
後
志
地
域
の
観
光
産

業
の
発
展
と
い
う
共
同
の
目
的

で
進
ん
で
い
け
る
良
い
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
が
漁
業
や
農

業
の
発
展
等
、
今
の
停
滞
し
た

各
種
民
間
企
業
の
状
況
を
上
向

か
せ
る
よ
う
な
、
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 

黒
松
内
～
小
樽
間
の
北
海
道

横
断
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
余

市
～
小
樽
間
が
平
成
30
年
度
に

供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
ま
た
黒

松
内
～
余
市
間
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
計
画
段
階
評
価
の
試

行
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

高
速
道
路
の
開
通
前
に
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
を
整
備
す
る
こ
と
は

何
度
も
言
い
ま
す
が
、
南
後
志

の
活
性
化
、
強
い
て
は
わ
が
町

の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
再
度

こ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
町 

長

 

３
ケ
町
村
の
連
携
と
い
う

こ
と
で
今
一
つ
と
し
て
、
ブ

ナ
を
題
材
に
３
ケ
町
村
の
有
効

利
用
、
ま
た
連
携
を
ど
う
し
て

行
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う

協
議
は
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ

こ
の
ブ
ナ
と
い
う
の
は
、
現
在

先
行
し
て
黒
松
内
が
や
っ
て
い

る
の
と
、
ブ
ナ
の
面
積
か
ら
す

る
と
島
牧
が
壮
大
な
面
積
を
有

し
て
い
る
と
、
そ
の
中
で
地
域

ご
と
の
特
性
と
い
う
の
が
海
の

町
と
ま
た
ブ
ナ
林
を
持
っ
て
い

る
町
と
は
全
然
内
容
が
違
っ
て

お
り
ま
し
て
、
こ
れ
を
ど
う
い

う
ふ
う
に
つ
な
ぎ
な
が
ら
地
域

に
お
金
を
落
と
し
て
い
っ
て
も

ら
う
か
と
い
う
部
分
は
、
こ
れ

か
ら
３
ケ
町
村
で
協
議
す
る
必

要
が
あ
る
、
と
い
う
段
階
の
中

で
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
と
い

う
話
に
は
ま
だ
な
っ
て
な
く
、

丁
度
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
乗
っ

た
状
況
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

そ
の
中
で
当
面
連
携
で
き

る
の
は
、
道
の
駅
や
温
泉
な

ど
各
々
の
町
の
産
物
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
互
い
の
産
物
を
協

力
し
合
っ
て
、
売
っ
て
い
く
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
現

在
、
一
部
の
商
品
は
や
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
積
極
的
に

ま
だ
や
っ
て
い
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
、
今
協
議
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ま
た
２
点
目
の
高
速
道
路

の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
私
は
、
開
通
前
に
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
利
用
と
い
う

も
の
を
有
効
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
、
越
前
谷
議
員

の
考
え
方
も
有
る
で
し
ょ
う
け

れ
ど
、
そ
の
前
に
先
程
申
し
ま

し
た
、
３
ケ
町
村
の
連
携
、
現

状
の
町
の
良
さ
や
資
源
を
先
行

的
に
有
効
活
用
し
て
い
く
べ
き

で
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
高
速

道
路
整
備
で
の
余
市
～
黒
松
内

間
が
良
い
方
向
で
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
完
成
ま
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■
質 

問

 

人
工
透
析
は
可
能
か
と
の
タ

イ
ト
ル
で
質
問
し
ま
す
。

 

今
日
、
糖
尿
病
の
合
併
症
と

し
て
、
腎
臓
機
能
障
害
等
を
併

発
し
、
人
工
透
析
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
が
微
増
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

 

人
工
透
析
は
、
そ
の
症
状
に

よ
っ
て
、
個
人
差
は
あ
る
よ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
週
に
２
回
な

い
し
３
回
、
時
間
的
に
２
時
間

か
ら
４
時
間
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
１
回
に
つ
き
個
人
負

担
が
１
万
円
弱
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
年
間
を
数
え
る
と
、
週

２
回
に
し
て
も
104
回
と
い
う
大

き
な
数
字
に
な
り
ま
す
。
個
人

の
負
担
と
し
て
は
月
１
万
と
い

う
こ
と
で
年
間
12
万
の
負
担
で

は
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り
大
変

な
こ
と
で
す
。

 

特
殊
な
医
療
で
す
か
ら
、
医

療
機
関
も
限
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

後
志
管
内
に
お
い
て
12
箇
所

程
度
、
保
健
所
管
内
的
に
は
３

医
療
機
関
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

 

本
町
に
お
い
て
も
、
２
人
な

い
し
３
人
の
方
が
本
人
工
透
析

を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

特
殊
な
医
療
で
す
の
で
、
通

院
す
る
と
な
れ
ば
、
透
析
後
、

自
分
で
は
運
転
で
き
ず
、
家
族

又
は
第
三
者
の
手
助
け
が
必
要

で
あ
り
、
透
析
の
頻
度
か
ら
、

近
く
に
医
療
施
設
を
希
望
す
る

の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

 

近
く
の
医
療
機
関
と
し
て

は
、
倶
知
安
、
岩
内
、
八
雲
に

あ
り
ま
す
。
某
機
関
で
は
、
町

立
で
あ
る
た
め
に
、
町
内
患

者
を
優
先
し
て
い
る
と
の
風
評

も
聞
か
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
、
我
が
町

に
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
感
情
的
な
気
持
ち
に

な
る
の
も
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。

 

寿
都
診
療
所
に
つ
い
て

は
、
一
義
的
に
、
第
一
医
療
を

主
と
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、機
器
を
設
置
し
、

要
望
に
対
応
す
る
と
い
う
考
え

は
、
現
状
と
し
て
大
変
困
難
で

あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
近
い
将
来

に
わ
た
っ
て
可
能
な
の
か
ど
う

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

●
町 

長

 

人
工
透
析
は
、
腎
不
全
に

陥
っ
た
患
者
が
尿
毒
症
に
な
る

の
を
防
止
す
る
た
め
、
腎
臓
の

代
わ
り
に
透
析
装
置
で
血
液
の

ろ
過
を
す
る
の
が
、
人
工
透
析

療
法
で
あ
り
ま
す
。

 

１
回
に
４
時
間
か
ら
５
時
間

の
時
間
を
要
し
、
週
に
３
回
程

度
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
人
工
透
析
を
行
っ
て
い

る
医
療
機
関
は
、
後
志
管
内
で

は
、
小
樽
市
に
９
医
療
機
関
、

倶
知
安
保
健
所
管
内
で
３
医
療

機
関
、
岩
内
保
健
所
管
内
で
１

医
療
機
関
、
あ
わ
せ
て
13
医
療

機
関
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

こ
の
人
工
透
析
を
寿
都
診
療

所
で
行
っ
て
は
ど
う
か
、
と
の

ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実

施
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
第

１
に
人
工
透
析
に
つ
い
て
専
門

的
な
知
識
や
技
術
を
有
す
る
医

師
、
例
え
ば
、
泌
尿
器
科
医
・

腎
臓
内
科
医
や
専
門
の
看
護

師
、
ま
た
、
透
析
療
法
に
つ
い

て
精
通
し
た
透
析
技
術
認
定
士

の
確
保
。

 

第
２
に
人
工
透
析
を
行
う
た

め
の
機
器
の
整
備
や
透
析
を
行

う
た
め
の
場
所
の
確
保
な
ど
、

実
施
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
本
診
療
所
で
人
工
透
析

を
実
施
す
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

今
後
は
、
人
工
透
析
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
の
原
疾

患
の
一
番
多
い
の
が
糖
尿
病
性

腎
症
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
と

し
て
も
今
以
上
に
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
、
保
健
師
や
栄
養
士

と
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
、

住
民
に
対
す
る
糖
尿
病
の
予

防
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い

と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
再
質
問

 

今
、
答
弁
で
大
変
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
ご
説
明
の
中
で
医
者
を

始
め
、
看
護
師
に
到
る
ま
で
大

変
専
門
的
な
技
術
を
要
す
る
と

い
う
こ
と
、
更
に
、
機
器
に
つ

い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
１
台

５
、
６
千
万
す
る
よ
う
で
あ
り

ま
す
。
で
す
が
実
態
を
見
ま
す

と
、
親
戚
の
家
に
間
借
り
を
し

た
り
、
ア
パ
ー
ト
、
借
家
し
て

山
本
 
喜
彦
 
議
員

人
工
透
析
は
可
能
か

医療
で
に
は
、
ま
だ
相
当
年
数
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

10
年
、
或
い
は
20
年
後
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時

点
で
考
え
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
は
理
解

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

い
る
と
い
う
現
実
も
あ
り
、
大

変
容
易
で
な
い
事
態
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

 

一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
本

町
と
隣
接
す
る
３
箇
町
村
、
島

牧
、
黒
松
内
、
蘭
越
こ
れ
ら

の
町
に
お
い
て
も
、
本
町
の
よ

う
な
同
様
の
事
態
を
抱
え
て
い

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
町
村
に
は
医
療
機
関
も
あ
り

ま
す
が
、
広
域
的
に
対
応
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。
医

療
は
不
採
算
が
原
則
と
の
表
現

も
有
り
ま
す
が
、
需
要
も
高
い

と
思
い
ま
す
。
本
人
は
も
と
よ

り
、
留
守
を
し
て
い
る
家
族
の

心
理
的
負
担
の
軽
減
か
ら
、
近

く
に
あ
っ
て
欲
し
い
と
望
む
の

は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
広
域
的
な
と
こ
ろ
を
研
究
又

は
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
も

の
か
、
再
度
質
問
し
ま
す
。

●
町 

長

 

ま
ず
寿
都
診
療
所
の
一
番
の

目
的
と
い
う
の
は
、
議
員
の
皆

様
方
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
一
次
医
療
機
関
と
し

て
、
幅
広
く
多
く
の
患
者
さ
ん

を
診
る
と
い
う
こ
と
で
、
専
門

的
な
分
野
に
つ
い
て
は
即
刻
、

第
２
次
、
第
３
次
医
療
の
方
へ

送
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
普
通
交
付
税
、
特
交
、

道
の
赤
字
補
填
が
無
く
な
っ

た
時
点
で
も
５
千
万
前
後
、
町

の
持
ち
出
し
が
出
て
く
る
と
い

う
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
全

体
的
な
医
療
を
考
え
た
と
し
て

も
、
し
っ
か
り
と
一
次
医
療
の

機
能
を
全
う
す
る
こ
と
が
住
民

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
専

門
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
現

状
で
は
出
来
得
な
い
の
と
、
広

域
連
携
で
も
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
で
ご
理
解
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
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平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
は
、
10
月
28
日

の
第
４
回
臨
時
会
に
お
い
て
提

案
さ
れ
、
議
員
全
員
に
よ
る
﹁
決

算
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、

審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
11

月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審

議
を
行
い
、
12
月
21
日
開
催
の

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
中

里
委
員
長
か
ら
﹁
各
会
計
と
も

決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。
﹂
と
の
報
告
が
な
さ

れ
、
本
会
議
に
お
い
て
次
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
21
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
年
度
寿
都
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
度
度
寿
都
町
老
人

保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
度
度
寿
都
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
年
度
寿
都
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
年
度
寿
都
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
年
度
寿
都
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

◆
平
成
21
年
度
寿
都
町
風
力
発

電
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
認
定

 
 
 
 

︵
賛
成
９ 

反
対
０
︶

■
決
算
特
別
委
員
会
・
審
査
意
見

︵
１
︶
一
般
会
計
並
び
に
各
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
係

数
及
び
予
算
執
行
は
適
切
で
あ

る
と
認
め
る
。

︵
２
︶
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
、
歳
出
予
算
の
執
行
率
は

92
・
４
％
で
あ
る
が
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
措
置
分
を
加
え
る
と

そ
の
執
行
率
は
97
・
９
％
で
あ

り
、
計
画
さ
れ
た
事
業
は
ほ
ぼ

適
正
に
執
行
さ
れ
て
お
り
、
中

で
も
、
こ
れ
ま
で
着
手
で
き
な

か
っ
た
施
設
の
改
築
事
業
に
つ

き
、
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
等
を
活

用
し
て
整
備
を
図
っ
た
り
、
ま

た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
助
成

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
住
民
生

活
の
向
上
の
た
め
、
適
切
な
予

平
成
21
年
度
 
各
会
計
決
算
認
定

算
執
行
を
行
っ
て
い
る
。

︵
３
︶
次
の
事
項
に
つ
い
て
は

十
分
検
討
さ
れ
、
行
財
政
の
円

滑
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

ア 

町
税
全
体
で
税
額
に
お
い

て
は
、
対
前
年
比
で
１
千
458
万

円
の
減
︵
△
０
・
７
％
︶、
収
納

率
は
89
・
68
％
で
あ
る
。

 

収
納
未
済
額
は
前
年
よ
り
56

万
円
増
加
の 

２
千
817
万
円

で
、
依
然
と
し
て
多
額
の
未
済

額
と
な
っ
て
い
る
。

 

北
海
道
と
の
共
同
徴
収
も
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
さ

ら
に
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も

に
、
滞
納
者
が
固
定
化
の
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
へ
の

納
税
意
識
の
啓
蒙
を
図
り
、
徴

収
強
化
を
一
層
進
め
、
財
源
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

ま
た
、
税
外
の
負
担
金
、
使

用
料
及
び
手
数
料
、
財
産
収
入

の
未
済
額
合
計
で
は
574
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
税
負
担
の
公
平

化
と
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、

歳
入
全
体
と
し
て
収
納
率
の
向

上
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
る
が
、
今
後
と
も
積
極

的
に
収
入
の
確
保
に
努
力
さ
れ

た
い
。

 

税
外
を
含
め
た
町
税
全
体

の
収
入
未
済
額
は
昨
年
度
よ
り

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
不
納

欠
損
額
と
し
て
整
理
さ
れ
た
こ

と
も
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
単
に
徴
収
不

納
と
い
う
だ
け
の
適
宜
の
認
定

で
整
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
今
後
と
も
税
法
等
に
基
づ

き
適
正
な
事
務
処
理
に
当
た
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

公

債

費

の

償

還

額

は

３
億
９
千
111
万
円
で
歳
出
総
額

の
７
・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

 

年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
56

億
５
千
946
万
円
で
、
前
年
に
比

較
し
２
千
850
万
円
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
借
換
債
の
実
施

な
ど
可
能
な
限
り
財
政
指
数
の

悪
化
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

将
来
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
行

財
政
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
た

い
。

イ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
に
係
る
実
質
収
支
額
は

１
千
417
万
円
で
、
前
年
度
に
引

き
続
き
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い

る
。

 

保
険
税
の
収
入
未
済
額
は

５
千
647
万
円
で
前
年
よ
り
447
万

円
減
少
し
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
多
額
で
あ
り
、
滞
納
・
未

納
額
の
解
消
と
と
も
に
、
不
納

欠
損
額
に
つ
い
て
も
、
一
般
会

計
と
同
様
、
適
正
か
つ
慎
重
な

対
応
に
努
め
、
引
き
続
き
積
極

的
な
指
導
と
啓
蒙
に
努
め
ら
れ

た
い
。

 

被
保
険
者
の
健
康
管
理
等
の

諸
施
策
を
よ
り
積
極
的
に
導
入

し
て
い
る
が
会
計
の
健
全
運
営

は
容
易
で
な
く
、
１
会
計
独
立

の
原
則
に
立
ち
、
な
お
健
全
化

に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

 

国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
に

つ
い
て
は
、
目
的
、
運
用
等
を

明
確
に
し
、
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
適
正
な
処
分
を
図

ら
れ
た
い
。

ウ 

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
平
成
20
年
３
月
で

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
の
過
誤
調
整
さ

れ
た
医
療
費
の
清
算
、
並
び
に

平
成
20
年
度
事
業
に
係
る
国
・

道
の
医
療
費
負
担
金
の
過
年
度

返
還
金
で
あ
り
、
予
算
計
上
科

目
に
よ
り
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
た
。

エ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

度
に
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制

度
に
変
わ
る
高
齢
化
社
会
に
対

応
し
た
医
療
を
確
立
す
る
も
の

と
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
の
負
担
金
が
主
な
も
の
で
あ

る
。

 

歳
入
全
体
で
４
千
955
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の

64
％
が
保
険
料
で
あ
る
。

 

制
度
に
対
す
る
住
民
の
関
心

は
高
く
、
新
制
度
施
行
ま
で
の

間
は
現
制
度
が
継
続
さ
れ
る
の

で
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
と
充
分
な
連
携
を
図

り
、
適
切
な
処
理
に
努
め
ら
れ

た
い
。

オ 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
制
度
創
設
か
ら

10
年
が
経
過
し
、
制
度
の
定
着

が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
、
介
護
認
定
者
及
び
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
前
年
度

に
比
べ
増
加
し
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
制
度
の
周
知
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
啓
蒙
活
動
並
び
に

介
護
予
防
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
会
計
の
適
正

か
つ
円
滑
な
事
業
運
営
に
当
た

ら
れ
た
い
。

 

な
お
、
施
設
入
所
を
求
め
る

要
介
護
者
も
多
い
こ
と
か
ら
次

期
の
計
画
に
向
け
、
国
や
関
係
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平
成
22
年
第
４
回
臨
時
会
は

10
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
１
日
と
定
め
、
単
行
議
案
２

件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
議
す

る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度
各

会
計
︵
８
件
︶
の
決
算
認
定
に

つ
い
て
は
、
議
員
10
名
全
員
に

よ
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
寿
都
温
泉
ゆ
べ
つ
の
ゆ

改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

平
成
22
年
６
月
22
日
に
議
決

し
た
工
事
請
負
契
約
に
つ
き
、

機
械
設
備
の
仕
様
変
更
や
、
浴

室
天
井
等
の
下
地
構
造
の
変
更

な
ど
に
よ
り
、
設
計
変
更
が
生

じ
た
た
め
、
請
負
契
約
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

・
変
更
前
の
金
額

 
 

１
億
８
千
272
万
５
千
200
円

・
変
更
後
の
金
額

 
 

２
億
１
千
498
万
７
千
500
円

 

︵
設
計
変
更
に
よ
る
増
額

 
 
 

３
千
226
万
２
千
300
円
︶

︵
契
約
の
相
手
方 

株
式
会
社

 

錢
高
組
北
海
道
支
店
︶

◆
風
太
風
力
第
２
発
電
所
建

設
蓄
電
池
設
備
工
事
請
負
契
約

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

新
た
な
風
力
発
電
施
設
の
電

圧
変
動
対
策
と
し
て
必
要
な
蓄

電
池
設
備
に
係
る
請
負
契
約
で

す
。
工
事
は
債
務
負
担
行
為
に

よ
り
２
ヵ
年
で
行
う
も
の
で
、

平
成
22
年
度
は
蓄
電
池
設
備
等

の
分
岐
盤
の
製
作
、
23
年
度
は

鉛
蓄
電
池
製
作
及
び
据
付
工
事

と
な
る
も
の
で
す
。

 

・
契
約
の
方
法

 
 
 
 
 
 

指
名
競
争
入
札

 

・
契
約
の
金
額

 
 
 

４
億
９
千
654
万
５
千
円

 

・
契
約
の
相
手
方

 
 
 

茨
城
県
日
立
市
幸
町

 
 
 

３
丁
目
２
番
２
号

 
 

株
式
会
社 

日
立
エ
ン
ジ

平
成
22
年

第
４
回
臨
時
会

平
成
22
年

第
４
回
臨
時
会

単
行
議
案

 
 

ニ
ア
リ
ン
グ･

ア
ン
ド･ 

 
 

サ
ー
ビ
ス

 
 

代
表
取
締
役 

瀧
澤
照
廣

 

・
工 

期

 
 

平
成
23
年
12
月
15
日 

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
５
号
︶
⋮
原
案
可
決

 

矢
追
町
に
来
年
度
建
設
予

定
の
公
営
住
宅
実
施
設
計
費

や
、
７
月
末
に
発
生
し
た
大
雨

に
よ
る
河
川
災
害
復
旧
費
な
ど

を
追
加
す
る
も
の
で
、
予
算
総

額
に
、
３
千
180
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
50
億
４
千
186
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
管
理
費
︵
役
場
庁
舎
改

修
工
事
費
︶ 
 

500
万
円
の
増

補
正
予
算

機
関
と
の
連
携
を
強
め
ら
れ
た

い
。

 

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
収
入

未
済
額
が
58
万
円
で
、
前
年
よ

り
12
万
円
減
少
し
て
い
る
が
、

対
象
者
に
保
険
制
度
の
趣
旨
を

理
解
さ
せ
、
未
納
の
解
消
に
努

め
ら
れ
た
い
。

カ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
や
水

道
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
あ

り
、
各
種
の
事
業
は
円
滑
に
運

営
さ
れ
て
い
る
。

 

な
お
、
水
道
使
用
料
の
収
入

未
済
額
は
、
前
年
よ
り
51
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
も
の
の 

192
万
円
と
依
然
と
し
て
多
額
で

あ
り
、
そ
の
解
消
に
な
お
一
層

努
力
さ
れ
た
い
。

 

今
後
に
お
い
て
も
施
設
維
持

等
の
面
か
ら
、
有
収
率
に
留
意

し
公
債
費
の
償
還
等
の
財
政
面

を
含
め
、
健
全
な
事
業
運
営
に

当
た
ら
れ
た
い
。

キ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
年
度
末
加
入

率
78
・
21
％
と
前
年
度
よ
り
０
・

98
％
の
微
増
で
あ
る
の
で
、
今

後
と
も
加
入
率
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
施
設
の
適
正
か

つ
円
滑
な
運
営
並
び
に
健
全
な

財
政
運
営
に
当
た
ら
れ
た
い
。

 

ま
た
、
分
担
金
及
び
使
用
料

の
未
済
額
は
120
万
円
で
、
前
年

よ
り
123
万
円
の
減
と
な
っ
て
お

り
、
簡
易
水
道
使
用
料
と
あ
わ

せ
て
収
納
の
向
上
に
努
力
さ
れ

て
い
る
が
、
事
業
に
対
す
る
加

入
者
の
理
解
を
十
分
得
て
、
収

入
未
済
額
が
生
じ
な
い
よ
う
最

善
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

ク 

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
売
電
収
入
が
夏

場
の
風
力
の
低
下
に
よ
り
前
年

に
比
べ
約
820
万
円
減
少
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
﹁
寿
の
都
風
力

発
電
所
﹂
及
び
﹁
風
太
風
力
発

電
所
﹂
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
は
、

地
域
振
興
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

と
も
万
全
の
体
制
で
施
設
の
運

営
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
行
政
に
対
す
る
総
括
意
見

 

平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税
の
増
額
や
地
域
活

性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
等
に
よ
り
基
盤
整
備
や
新

た
な
事
業
が
行
わ
れ
た
が
、
今

後
に
お
い
て
は
国
の
財
政
状

況
並
び
に
本
年
度
実
施
の
国
勢

調
査
の
結
果
に
よ
り
国
か
ら
の

財
政
支
援
の
増
額
は
期
待
で
き

ず
、
基
金
や
一
般
財
源
へ
の
依

存
度
が
益
々
高
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
事
業
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
更
な
る
効
率
的
な

運
営
を
図
り
、
行
財
政
の
健
全

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 

ま
た
、
前
年
度
よ
り
も
実

質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比

率
は
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
お
り

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て

い
る
が
、
将
来
負
担
比
率
が
後

志
管
内
で
高
い
位
置
に
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
点
を
十
分
に
踏

ま
え
、
適
正
な
財
政
運
営
を
望

む
。

 

な
お
、
当
委
員
会
で
各
委
員

か
ら
発
言
の
あ
っ
た
事
項
に
つ

い
て
は
十
分
考
慮
の
上
、
今
後

の
町
政
の
円
滑
化
に
努
め
ら
れ

た
い
。

 

特
に
平
成
21
年
度
は
国
の
対

策
が
あ
っ
た
も
の
の
、
補
正
も

含
め
て
相
当
大
き
な
事
業
を
実

施
さ
れ
50
億
か
ら
な
る
予
算
の

執
行
に
つ
い
て
は
理
事
者
並
び

に
職
員
が
一
丸
と
な
り
相
当
頑

張
っ
た
も
の
と
評
価
す
る
。
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員
手
当
・
共
済
費
︶

 
 
 
 
 

526
万
７
千
円
の
減

◆
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

２
号
︶
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

︵
挙
手
採
決 

賛
成
９ 

反
対
０
︶

 

入
院
重
症
患
者
の
発
生
等
に

よ
り
高
額
療
養
費
を
増
額
す
る

も
の
で
、
１
千
549
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
５
億
１
千
137

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
補
正
の
主
な
も
の

・
保
険
給
付
費
︵
高
額
療
養
費
︶

 
 
 
 
 

１
千
549
万
円
の
増

◆
平
成
22
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算︵
第
３
号
︶

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

︵
挙
手
採
決 

賛
成
８ 

反
対
１
︶

 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一

般
職
員
の
給
与
改
定
に
係
る
も

の
で
、
現
行
予
算
か
ら 

17

万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

３
億
８
千
861
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・ 

地
域
支
援
事
業
︵
包
括
的
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費
︶ 

 
 
 
 
 
 
 
 

17
万
円
減

◆
平
成
22
年
度
寿
都
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

︵
挙
手
採
決 

賛
成
８ 

反
対
１
︶

 

こ
れ
も
一
般
職
員
の
給
与

改
定
に
係
る
も
の
で
、
現
行

予
算
か
ら 

22

万
３
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

 

平
成
22
年
第
５
回
臨
時
会
は

11
月
26
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
１
日
と
定
め
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
補
正
予
算
５
件
を

審
議
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

︵
挙
手
採
決 

賛
成
８ 

反
対
１
︶

 

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
職
員

の
給
料
及
び
期
末
勤
勉
手
当
を

減
額
改
定
す
る
も
の
で
す
。

●
給
料

・
１
級
を
除
き
２
級
か
ら
６
級

ま
で
平
均
し
て
0.1
％
を
減
額
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
55
歳
以

上
で
給
料
表
６
級
に
該
当
す
る

職
員
に
つ
い
て
は
、
更
に
給
料

月
額
の
1.5
％
を
当
分
の
間
引
き

下
げ
る
も
の
で
す
。

※ 

改
定
実
施
時
期

 

平
成
23
年
１
月
１
日

●
職
員
手
当

・ 

期
末
勤
勉
手
当 

平
成
22
年

度
か
ら
現
行
の
年
間
支
給
割
合

４
・
15
ヵ
月
を
0.2
ヵ
月
引
き
下

げ
３
・
95
ヵ
月
に
減
額
す
る
も

の
で
す
。

※ 

改
定
実
施
時
期

 
 
 

平
成
22
年
12
月
１
日

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
︵
第
６
号
︶
⋮
原
案
可
決

 

︵
挙
手
採
決 

賛
成
８ 

反
対
１
︶

 

給
与
条
例
改
正
に
伴
う
歳
出

予
算
の
減
額
措
置
で
あ
り
、
減

額
分
は
財
政
調
整
基
金
に
積
立

す
る
も
の
で
、
予
算
総
額
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
補
正
の
主
な
も
の

・ 

総
務
費

 

︵
一
般
管
理
費
：
財
政
調
整

基
金
積
立
金
︶

 
 
 
 
 

577
万
１
千
円
の
増

 

︵
職
員
給
与
費
：
給
料
・
職

平
成
22
年

第
５
回
臨
時
会

平
成
22
年

第
５
回
臨
時
会

条
例
の
一
部
改
正

補
正
予
算

３月に定例議会が開かれます

日程等、詳しいことは

議会事務局へお問い合

わせください。

  （TEL62-2511）

１
億
６
千
７
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
︵
一
般
管
理
費
︶ 

 
 
 
 
 
 

22
万
３
千
円
減

◆
平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
原
案
可
決

 

︵
挙
手
採
決 

賛
成
８ 

反
対
１
︶

 

同
じ
く
給
与
改
定
に
係
る

も
の
で
、
現
行
予
算
か
ら
11

万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
２
億
４
千
918
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
補
正
の
主
な
も
の

 

・
総
務
費
︵
一
般
管
理
費
︶

 
 
 
 
 
 

11
万
１
千
円
減

・
住
宅
費
︵
公
営
住
宅
建
設
実

施
設
計
委
託
料
︶

 
 
 
 
 
 
 

850
万
円
の
増

・
公
共
土
木
災
害
復
旧
費
︵
河

川
災
害
復
旧
工
事
費
︶

 
 
 
 
 

１
千
700
万
円
の
増

◆
平
成
21
年
度
各
会
計
決
算
認

定
︵
決
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
︶

 

平
成
21
年
度
一
般
会
計
及

び
７
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
認
定
が
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
決

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
議

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
に

中
里
委
員
、
副
委
員
長
に
山
本

委
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
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議 会 日 誌 平成22年10月21日以降

財務行政懇話会（総合文化センター 議員多数）     

第4回臨時議会・全員協議会     

      

功労者表彰式（議員多数）     

監査委員協議会研修会（札幌市 沢村監査委員）     

例月出納検査(沢村監査委員）     

後志町村議会議長会臨時総会（東京都 小西副議長）     

全国町村議会議長大会（東京都 小西副議長）     

寿都神社新穀感謝祭（小西副議長）     

決算特別委員会（～26日 2日間）     

第５回臨時議会、新エネルギー事業計画特別委員会

（議員全員）     

      

例月出納検査（沢村監査委員）     

議会運営委員会（岡部委員長、中里副委員長、

 山本委員、小西委員、木村（親）委員）     

「いちはし修治」後援会事務所開き（倶知安町 瓜生議長）

第4回定例会（議員全員）     

寿都町市街地整備事業報告会（瓜生議長）     

南部後志衛生施設組合第２回定例会（瓜生議長、中里議員）     

寿都神社除夜祭・歳旦祭（議員多数）     

1０月 

21日

28日

1１月 

4日

9日～10日

15日

16日

17日

23日

25日

26日

1２月 

13日

15日

18日

21日

22日

27日

31日



 総務常任委員会では8月30日に、町内各学校の環境や児童生徒の実態把握及び改築された「食育センター」

並びに「こどもふれあいセンター」の管理運営状況について現地調査を行いました。

 総体的には所管する各施設とも施設管理運営状況に問題はありません。

 各校とも教育の中に本町の自然･産業･文化・歴史などの「ふるさと教育」を取り入れているもので、小・中・

高等学校・教育委員会・地域の関係機関との連携を図り、地域をあげての教育活動支援体制が確立されている

ことは、今後の教育体制の充実のつながるものである。

 校舎内外もきれいに整理されており、清掃･維持等の管理面は特に問題ないと見受けられた。また、各校の児

童生徒の来客に対する「あいさつ」が非常に良い印象を受けた。

総務常任委員会町内所管事務調査を実施総務常任委員会町内所管事務調査を実施

寿都小学校・潮路小学校・寿都中学校

 2学期から本格稼動した食育センターは、カラマツ

などの地域材をふんだんに使用した建物で、暖房･給湯・

調理機器などはオール電化を導入し、従来の施設よ

り調理室や下処理室、洗浄室等も広く、特に衛生面

に配慮した施設となっている。

 また、今回の改築に伴い、新たに学校給食を開始

した高校からも好評との声を聞いている。

 これまでも、地元の食材を活用したメニューを取

り入れているが、今後も引き続き生産者や納入業者

等との連携を強め、地産地消の拡大を目指すとともに、

安全･安心な学校給食の提供に努められたい。

寿都町食育センター

 老朽化した保育園に代わり、文化センターの隣に「こどもふれあいセンター｣として、子育て支援機能・保育

機能を備えた子育ての中心的な施設が整備され、22年4月から保育業務を開始している。

 木造平屋建ての園舎は、地域材を使用し、一年を通して木に触れられるなど自然環境に恵まれ、「幼児期にふ

さわしい生活｣を展開するのに最適な施設である。

 内部では、運動に活用できる長い廊下を設け、大きくなった保育室には採光を多く取り入れた窓や園児用トイ

レを配置するなど、健康的でゆとりのある施設となっている。

 さらに、子育て相談や子育てサークル活動の場として子育て広場も配置されており、保育以外に利用が可能と

なった。

 現在、園児は50名おり、明るく安全な施設で健やかに成長

している。

 少子化の傾向は今後も続くものと思われるが、保育を必要

とする子供の養護を第一に、これからも保育園設置の趣旨を

全職員が意識を高め、地域に根ざした保育環境の充実に努め

られたい。

 また、子育て支援室の利用拡大にあたり、各種プログラム

等の導入を図られたい。

こどもふれあいセンター（寿都保育園）
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 総務常任委員会と産業常任委員会は、合同の所管事務調査として、10月4日から6日まで道内の関係自治体

等の研修視察を実施し、調査結果について第4回定例会で木村親志産業常任委員長から報告がありました。
 

□調査事項

１．伊達市～マツカワ（カレイの一種）の種苗生産放流事業について

２．美瑛町～自治体による高齢者福祉住宅の運営について

３．旭川市～バイオトイレの開発･製造について

４．帯広市～環境保全･省資源等の取り組みを行っている電子部品生産工場の見学

【マツカワの種苗生産放流事業について】
 

●（社）北海道栽培漁業振興公社では、えりも以西太平洋海域（南茅部町からえりも町までの地先沖合海域）

 における広域的栽培対象魚種である「マツカワ」の種苗生産及び栽培漁業推進のための中核的な役割を担う

 施設として、平成18年に伊達市長和地区に総事業費、約22億円で「北海道栽培漁業伊達センター」を整備

 した。

  この施設は（社）北海道栽培漁業振興公社が北海道から貸与を受けて「北海道栽培漁業運営基金」の運用

 益などで管理運営している。

●歴史背景

・ 「マツカワ」の水揚げは北海道の太平洋沿岸に集中。

  「マツカワ」は北海道の太平洋沿岸に多く棲む魚で、噴火湾から日高にかけてのえりも以西海域で大部分

 が水揚げされ、最高級の｢地ざかな｣として漁獲が期待されている。

・ 1980年代から放流事業がスタート。

  北海道では1980年代から「マツカワ」を増やす取り組みが進められてきた。

  1987年には日本で初めて、人工種苗の放流も行われ、98年以降は太平洋沿岸で毎年10万尾前後の稚魚が

 放流されている。

・ 2006年から本格的に放流開始。

  2006年には「えりも以西海域栽培漁業拠点センター」が伊達市と日高管内えりも町にオープンして、本

 格的な種苗生産・放流が始まった。これにより06年以降は100万尾の稚魚が放流され、09年からは年間100

 トン以上の漁獲が期待されている。

●センターの事業

  本施設は、えりも以西海域における漁業振興を図るため、カレイの一種である「マツカワ」を対象魚種と

 して計画された親魚育成・種苗生産・中間育成を行う施設である。

 （なお、北海道の太平洋沿岸で集中的に漁獲されるこの｢マツカワ｣をブランド化するものとして、広く道民

 の方よりブランドネームを募集したところ、2,585通の応募の中から「王鰈（おうちょう）」に決定され、

 その名付け親は寿都町在住の方であります。）

  また、栽培漁業推進のための中核的な役割を担う施設としても整備されている。

  伊達センターでは、毎年３月頃から採卵作業を実施し、ふ化後、３ｃｍサイズになる７月まで飼育し、そ

 の後、一部をえりもセンターに移して、８ｃｍサイズまで中間育成する。

  放流サイズまで育てられた１００万尾の稚魚は、えりも以西海域の沿岸域に放流され、３５ｃｍ以上の大

 きさに育つおよそ３年後に漁獲できるようになる。

●マツカワ１００万尾放流体制

     30mm種苗          中間育成          放流（80mm）

                  伊達センター  81万尾      65万尾

   伊達センター 125万尾

                  えりもセンター 44万尾      35万尾

総務常任委員会・産業常任委員会 所管事務調査報告総務常任委員会・産業常任委員会 所管事務調査報告

（施設内の「マツカワ」の様子）

伊達市（社）北海道栽培漁業振興公社・伊達事業所

議会だより“寿都湾”No.148 ＜ 14 ＞ 



＜ 15 ＞ 議会だより“寿都湾”No.148

【自治体による高齢者福祉住宅の運営について】
 

●施設の概要

 ・建設年度 平成19年度

 ・建設地  美瑛町南町1丁目2番25号

 ・構造   木造1階建て 建設面積 727.82m2

 ・総事業費 1億7千900万円

 ・居室20室(定員20名)、居室面積 19.44m2(約6坪、12畳)

  内訳～生活スペース（台所含む）12.96m2(約8畳程度)、トイレ・押入・通路（約2坪、4畳)、

 ・台所調理器、給湯、暖房はオール電化

 ・屋外に個別の物置(1坪程度)、共同利用の畑設置

 ・共用のホール、洗濯室(有料洗濯機2台)、浴室（有料、4室）、トイレ(2ヵ所)、管理室、廊下等

●施設の管理

 ・施設は、美瑛町が外部管理者（高齢者事業団）に委託。

   施設の維持管理を含めた入居者の日中の管理。24時間の非常連絡によるサポート。

   管理者の常駐時間は日中7時間（入居者の各確認、共用部分の清掃等）。

   非常時には非常連絡システムにより24時間対応（各部屋に緊急通報システムを設置）。

   夜間等は、隣接する「サポートセンターあかり」に委託。

●施設利用料等

 ・施設での費用負担は、1ヶ月約20,000円程度。

  （内訳）使用料（家賃相当額）5,000円（条例規定）、共用部分（共益費相当額）2,000円、

      その他居室内で使用する電気、水道料（個人負担）、洗濯機・浴室の利用 1回100円

 ・ゴミは指定日に施設専用のゴミステーション（玄関先）に、利用者が搬入。

●住宅の入居対象者

 ・旧福祉寮（Ｓ40建設）入居者（12名）については、建て替えに伴う移動となるため優先的に入居。

 ・その他の入居者については、高齢者福祉住宅条例及び施行規則に基づき決定。

 ・「援護を必要とする」独居又は独居しなければならない高齢者が対象。

【意見交換】

○建設の財源について。→まちづくり交付金と起債で措置。

○入居者同士のもめ事について。

 →認知の症状の方が貴重品不明とのトラブルがあったが、家族の協力を得て処理された。

○耳が聞こえにくくなり、テレビの音が大きくなる等のトラブルについて。

 →管理人を通してボリュームを下げていただいている。

 →普段の生活において、個人の荷物は玄関や廊下に置かないよう指導し、共同生活を理解していただいている。

○１人あたりの月額負担は約2万円程度とあるが、使用料の5千円については収入に応じて変わるものか。

 →旧老人福祉寮の使用料が1,500円であったこともあり、年金生活の状況をふまえ、新たな施設においては、

  他の施設の実態を見て、おおむね5千円と設定した。

 →現在、光熱水費が年間約250万円。入居者から月5千円の負担で120万円、不足分について3年間は北海道

  の地域政策補助金を充当。

○夜間の出入りについて。

 →玄関は夜8時に施錠するが、それ以降については、外出前に話されると隣のサポートセンターで鍵を開け

  ることにしている。朝は7時に開錠。

○施設における配食サービスの利用について。

 →介護保険適用されている方の利用がある。またデイサービス利用者については、そこで利用している。

 →隣の小規模多機能施設と同じメニューである。

上川管内美瑛町

（外観）                   （居室前廊下）
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 以上、視察先の取り組みをご紹介しましたが、今回の視察で得られた情報を基に、寿都町の政策課題に意見反映
できるよう、今後も委員会としての調査活動を続けて参ります。

【バイオトイレの開発･製造について】
 

●見学の目的

 政泊漁港内に、汲み取りが不要で維持管理が軽易な、「オガクズ」を使った微生物分解処理トイレ（バイオ

トイレ）を設置しており、また22年9月から滝の澗地区において、このバイオ技術を導入した製品による海の

磯やけ対策として施肥の製造を行い、その効果を検証するものとしていることから、当バイオ技術の把握や製

品構造の理解を深めるため開発の現場を見学する。

 ・見学先  正和電工株式会社

 ・所在地  旭川市工業団地1条1丁目3番2号

 ・主要製品 バイオトイレ、生ゴミ処理機

●バイオトイレ（し尿処理装置）の特徴

 ・蒸発と分解で「排泄物を消滅状態」まで完結処理することが出来る処理装置。

 ・オガクズをスクリューで静かに「かくはん」することで微生物による有機物の分解を促進するものであり、

  水を使わない、臭いがない、汲取り不要及び肥料等の資源として活用できる等の特徴を有することから、

  環境にやさしく、水がない山や公園、仮設トイレ等のほか災害時でも使用可能であり、また、介護用にベッ

  ドの脇に置けるなど、多岐に渡る範囲での活用が期待されている。

 ・「水」の代わりに普通の｢オガクズ｣を使う。→ オガクズの特性を活用。

 ・特別な菌は使わない→ オガクズ中に自然に発生する微生物を活用。

 ・トイレ室内は無臭→ 空気の流れとオガクズ効果を活用。

 ・肥料になる→ 蒸発も分解も出来ない無機成分がオガクズの空隙に付着する。

 ・機種が豊富→ 処理能力の違い（家庭、仮設、山、介護、災害、家畜、プラント）。

 ・メンテナンス→ オガクズ交換は1年に２回～３回程度で済む。

旭川市 正和電工株式会社

【環境保全･省資源等の取り組みを行っている電子部品生産工場の見学】
 

●見学の目的

 松下電工では各県ごとに１箇所ずつ特徴のある工場を設置しており、パナソニック電工帯広では、省資源、

省エネルギー、長寿命などに配慮した環境にやさしい商品づくりを進めていることから製品づくりの現場見学。

 ・見学先  パナソニック電工帯広株式会社

 ・所在地  帯広市西２５条北１丁目２番１号

 ・主要製品 電気機械器具部品製造（車載リレー、ＡＴスイッチ、シグナルリレー、パワーリレー等）

●一貫生産システムの導入

 ・車載用リレーを中心に、ＡＴスイッチやシグナルリレー、パワーリレーなどの生産を行っている。

 ・製品の設計、工法設計、設備と金型の設計、工程設計、限りなく良い製品を生み出すまでの行程を一貫し

  て行い、｢クオリティ（品質）｣「コスト（価格）」「デリバリー（納期）」のすべての面で高水準を保つ

  努力をしている。

 ・製品開発～３Ｄ－CADでの設計シミュレーション解析（応力･動作･熱）、環境にやさしい商品開発（省エ

  ネ･省資源）

 ・生産工程技術～製品加工･商品組み立てロボットによる自動化一貫ラインの導入

 ・品質管理～品質評価ISO／TS16949（車載規格）の取得

 ・金型技術～0.2ミクロン単位の加工による超精密加工の実現

 ・製造技術～様々な独自方式技術の導入

 西帯広駅周辺の広大な公団緑地内に約22,200m2の社屋（工場）があり、内部

では設計・製品の製造等部門ごとに配置され、製造ラインではロボットやオー

トメーションにより製品が組み立てられる様子が拝見された。また製造工程に

おいてはコンピューターにより製品管理がなされていた。（工場内撮影不可）

パナソニック電工帯広株式会社

（バイオトイレの内部）            （製品説明）

（概要説明）


